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3月 3日 閃 子 育て支援センター 「すくすく」で、ひなまつ

り会が行われました。南京玉すだれや紙芝居をみた後、

フォークダンスやひな人形づくりをしました。和やかな雰囲

気の中で子どもの健やかな成長を喜びあいました。
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浜
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十

一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
田
を
つ
く
る
た
め
に
　
こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
働
く
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
一し
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す



複
っ
子
春
ま
つ
切

４
月
郷
■
側
開
催
日

躍
出競
！鏑
旋
難
絵

中纂
騒
銘

が
ギ
一　

！
！

！

！

！
！
！

！
！

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
が
？

末
名
行
刺

各
種
ド
，
■
ド

○
大
名
行
列

募
集
内
容

（役
柄
）

①

奴
隊
　
②

殿
様
な
ど
馬
区
乗
る
人
　
③
奥
女

中
や
腰
元
　
④
供

侍
　
ほ
か

※
　
奴
隊
ほ
事
前
区
練
習
し
ま
す
。

参
加
資
格
　
浜
日
市
内
に
住
ん
で
い

る
か
勤
務
し
て
い
る
人

申
込
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、

希
望
の
内
容

（役
柄
）
、

住

所
、

氏
名
、

年
齢
、

勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
、

連
絡
先
電
話
番
暑
を

記
入
し
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
３
月
３‐
日
側

※
　
人
数
区
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
各
種
パ
レ
ー
ド

募
集
内
容
　
踊
り
、

仮
装
行
列
、

音

楽
、

み
こ
し
、

団
棒
Ｐ
Ｒ
な
ど

参
加
資
格
　
浜
日
市
民
、

自
治
会
や

市
民
団
体
、

グ

ル
ー
プ
、

事
業

所
、

園
児
、

小

・
中

・
高

・
大
学

生
申
込
方
法
　
ほ
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、

参
加
者
氏
名
、

団
俸
の
場
合

は
団
体
名
、

代
表
者
氏
名
、

住

所
、

連
絡
先
電
話
番
暑
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
　
３
月
３‐
日
側

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

浜

っ
子
春
ま

つ
り
実
行
委
員
会

（浜
日
商
工
会
議
所
内
　
な
②
３

０
２
５
、

図
②
５
４
０
９

，
ぴ
セ
子
集
さ
れ
！

ぼ

！！孝
だ
が

パ
，
■
ド

大
名
行
列
で

「浜
日
城
」
の
模
型

を
引
っ
ぱ

っ
て
＜
れ
る
園
児
や
小
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
締
切
日
　
４
月
１１
日
側

※
　
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、

応
募
者
多
数
の
場
合
ほ
早
め

に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
浜
田

青
年
会
議
所
事
務
周

（浜
日
商
工

会
議
所
内
　
午
前
１０
時
～
午
後
５

時
　
な
②
６
６
４
４
、

囲
②
６
６
５
９

市
民
の
崇
市農

署

市
内
商
店
街
で
開
催
す
る
「楽
市
」

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
浜
日
市
民
ま
た
は
市

内
の
団
体

・
事
業
所
Ｅ
所
属
し
て

い
る
人

出
店
場
所
　
市
内
各
商
店
街
。

た
だ

し
、　

一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
ほ
で

き
ま
せ
ん
。

設
備
な
ど
は
各
自
で

準
備
し
て
＜
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
出
店
を
希
望
す
る
各
商

店
街
の

「市
民
の
楽
市
」
出
店
受

付
担
当
店
ほ
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
や
防
用
書
類
区
記
入
、

押
印
の

う
え
同
担
当
店
ほ
提
出
し
て
＜
だ

さ
い
。

手
数
料
　
無
料
。

た
だ
し
道
路
を
使

用
す
る
場
合
ほ
警
察
へ
の
許
可
申

請
料
２
、
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

応
募
締
切
日
　
３
月
３‐
日
側

※
　
た
だ
し
各
商
店
街
と
も
出
店
場

所
、

ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、

申
込
順
で
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

出
店
受
付
担
当
店

・
銀
天
街
＝

「
つ
つ
み
」
広
瀬
純
さ

ん

容

②
２
０
７
３
）

・
朝
日
町
商
店
街
＝

「
平
安
」
金
子

将
悟
さ
ん

（な
①
２
１
４
３
）

・
牛
市
商
店
街
日
「
ひ
か
わ
洋
品
店
」

肥
川
良
弘
さ
ん
（ａ
②
０
７
９
７
）

・
紺
屋
町
商
店
街
＝

「段
原
酒
店
」

段
原
良
則
さ
ん
（な
②
０
３
２
３
）

。
新
町
商
店
街
＝

「
平
野
屋
」
平
野

義
軌
さ
ん

（
な
②
０
２
３
６
）

広報はまだ :平成17年 8月 15日暑



市職員の給与などの状況 あ らま しをお知 らせ します。

市職 員の給与 な どの状況 につ いて は、 市議 会の害話 を通 してり」らか に されてい る

ところですが、 さ らに市民の皆 さん に給与 な どの実態 を知 って もらうために、 その

(総務部人事課)

F 人件費の状況 2 職員給与費の状況 3 -般 行政職の給料月額の状況

期末1勤勉手当 給料 | ＼
15信 78万 9千 円

給与費合計
23億 1,397万 8千 円

1人当た り

(平成1 5年度普通会計決算) (平成 16年度普通会計当初予算)

※ 職 員手当は退職手 当を含み ません。

(平成16年度普通会計予算人員 :365人)

(平成16年4月1日現在)

134,636向 (138,800円)|         |

343100円

170,700円    十

■般行政職‐11‐
・‐■||・予均年齢 414歳

の平均給料
平均年齢1 492歳

平子甲甲(同)

※ 人 件費は特別職の給与 報allを含み ます。

(平成16年3月31日住民基本台帳人口 :45,594人)

■イ 職員手当の状況

0           1001 000        200,000        300,000        400,000

※ 給 料 月額 は3%減 額 を行 って います。表中 ( )書 きは減額前の額です。

特別職の報ullなどの状況

X 市 長、助役、収入役 教 育長の給料月額は 平 成 9年 度か ら平成20年度までの間、 10%減

額を行っています。給料月額を計算の基礎 とする期末手当、退職手当および共済費なども、

10%減 額とな ります。

■万 部門別職員数の状況

7定 員適正化への取 り組み状況

5

(原動機付 自転車使用者は自動二輪使用者と同様です。)

職員の給料月額は 平 成 14年度か ら平成20年度まで3%減 額を行 っています。給料月額

を計算の基礎とする期末勤勉手当および共済費なども、3%減 額とな ります。管理職手当

は、平成 9年 7月 か ら平成 20年度まで部長な どの職は30%、 課長な どの職は20%の 減額

を行 っています。

広報ほまだ :平成17年3月 15日暑

令麒 鶴1品

(平成16年度支給害」合)

区 分
浜 国市 国

自己都合 自己著「合 勧 奨 ・定 年

勤 続 20年 2 1 0 0 月分 28 0 8 7 5月 分 2100月 分 2 7 3 月 分

勤続25年 3 3 7 5月分 4 3 3 3 5月分 3 3 7 5 月介 4 2 1 2 月 分

勤 続 35年 4 7 5 0 月分 6 0 9 9 月分 4 7 5 0 月 分 5 9 2 8 月分

最高限度額 6 0 0 0月分 6 0 9 9月分 6000月 分 5928月 翁

加算措置
定年前早期退職 早 期勧奨

特例措置 (2%～30%加算)

定年前早期退職特例措置

(2%～20%加算)

※ 国 の退職手当は平成 16年10月1日か ら勧奨 定年退職の支給率の引き下げが実施され

ました。浜田市は平成17年4月1自か ら同様 に実施 します。

(平成16年度支給害J合)

区分
給料t報酬1月額

(減額前の額)
期末手当

市長
8 1 9 , 0 0 0 円

( 9 1 0 0 0 0 円) (支給割合)

6月期   16月 分

12月期   17月 分

計    3 3月 分

助 役
6 7 9 , 5 0 0 円

( 7 5 5 0 0 0 円)

収入役
5 9 8 , 5 0 0円

( 6 6 5 0 0 0円)

議 長 4 5 0 , 0 0 0円

同 じ副議長 380,000円

講 異 3 5 0 , 0 0 0円

有 (職制上の段階 =職 (各年度4月1日現在)

区 分 職 員 数 対 前 年

1曽浦 鞠
主な増減理由

音F    P弓 16年 15在=

一
般
行
政
部
門

議  会 6 6 0

総務企画 7 合併業務などによる増員

税 務 0

民  生 △ 14 公立保育所,老人ホームの民営化

衛 生 0

労  働 | 0

農林水産 △ 3 機 構 改 革 によ る減 員

商  工 9 9 0

土 木 △ 1 機 構 改 革 によ る減 員

J  ヽ計 △ 11

特別そ予

政部門
教 育 △ 2

給食センター業務の一部

民営化

覇 会 計 ■計 366 378 |△|■増

公営企

業会計

者S  P号

水 道 0

下7k道 8 7 | 下水道事業の充実

そのほか 1 1 | 国保事業の充実

| 計ヽ 2

|き||■計 +41“ 421 ぶ 111

16年4

浜 国市 の 内容 (月額 ) 国

配偶者 13,500円

同 じ

扶養親族でな い配偶者を有する場合

の1人目の子など
6 , 5 0 0円

配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 6 . 0 0 0円

配偶者のない職員の場合の扶養親族

のうち1人
1 1 1 0 0 0円

そのほかの扶養親族 5 0 0 0円

満16歳年度初めから満22歳年度末ま

での間にある子1人につき加算
5,000円

16年4

浜 田市 の 内容 (月額 ) 国

借家 ・借間

居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている

者に対して月額27,000円を限度に支給
同 じ

持 家 居 住 者
新築 購 入から5年間月額2,500円を

支給

浜 田市 の 内容 (月額 ) 国

一父 通 機 関

利用者
最高支給限度額 55,000円 55,000円

自動車

使用者
2 k m～ 2 2 k m以上

4 , 0 0 0円～

2 4 1 0 0 0円

2 km～60km以

上の区分で

2 1 0 0 0 円～

24,500円の範

囲内で支給

自動二輪車

使用者
2 k m～ 2 2 k脚以 上

2 , 0 0 0 円～

2 2 , 0 0 0 円

自転主使用者 2 k m以上 2000円

現在、欠営不補充計画により職員の肖」減 に努めています。火員については、民問委託などの

計画 によるIHt員のHじ置転換 によ り柿充 し、限員採用 については、現場職員は不採用、 般 行政

職な どは退職者の 1/2を採用 しています。

区 分
人  口

(各年3月31日現在)

普 通 会 計 職 員 数

(各年度4月1日現在)
対前年増減数

人口千人当たりの

普通会計職員数

平成11年 46711 Z 3ヽ 8 80

平成12年 46 363 Z 1ゝ0 8 65

平成13年 ZX1 4 8 35

平成14年 46 045 Z 9ヽ 821

平成15年 45,877 0 8 24

平成16年 45 594 △13 801

(この表の人口は、住民基本台帳人口です。)



また違う日まで

日増し|こ暖か<な り、帰国する国が近づいてきまし

た。

平成16年4月 |こ国際交流員として来浜した時、 1年

間はまだまだ長いと思っていましたが、楽しい任期が

あつという間|こ過ぎて行きました。遅かれ早かれ、こ

の国が絶対|こ来ると矢□つていたの|こ、いま別れの寂し

さ|こ包まれ、言葉を失つています。

もっと海任行きたいのに、もっと右見神楽を見たい

のに、もっと浜日節のリズムで踊りたいの|こ、もっと

子どもたちと一緒|こ遊びをいの|こ…一
年間の思い出の

しず<を 集めれ|よ きっと言〕憶の海|こなると思います。

この貴重な一年を通じて、国際交流そして中国交流

というものの新しい認識ができました。学校、企業、

民間団体を回りながら、市民の人たちと出会って、中

国の歴史、文化、生活様式などさまざまな事柄を紹介

するととも|こ、きさん|こ日本や浜日の伝統文化、風

習、社会などの矢□識を紹介していただきました。小学

生から高齢者まで、中国と中国人に対する真摯な友情

は、私|ことって何よりの激励です。普さんの動|すと励

ましをしヽただきながら、日本の文化、日本人の心|こ触

れることができ、充実した日々を送ることができて本

当に嬉し<思 っています。幸運|こも、浜田市訪中国に

随行して中国を訪間したとき、済寧市と浜田市両市長

が友情を語り、私の故郷の様子を代表団|こ見せること

ができて、大変請り|こ思ってしヽます。

浜 田市国際交流員  韓 開

国際交流員としての仕事ほ一年で終わりましたが、

本当の意味の 「国際交流」はこれからだと思います。

中国こ帰って渉外業務|こ戻りますので、日本人と日ご

ろの付き合いでもつと理解し合うこと|こ力を尽<し た

いと思います。 ま た、浜日を通じて私が肌で感じた

日本を中国の人|こ紹介し、浜日を中国人が日本人を理

解する窓□|こしたいと決心しました。

「達うほ別れのはじめ」ということわざがありますけ

れども、「局」れは再び達うの始め」と信じて<だ さい。
一

年間、ご協力、ご支援をいただき、心から感謝を申

し上げます。どうもありがとうございました。

浜日市の普さん、また達う日まで。

後会有期 1(ま た達う日まで 1)

公
共
下
水
道

（国
府
処

理
区
）
の
供
用
開
始
と

関
係
図
書
の
縦
覧

浜
田
市
都
市
計
画
下
水
道

（国
府

処
理
区
）
の

一
部
供
用
を
開
始
し
ま

す
。

ま
た
、

そ
の
関
係
図
書
を
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

供
用
を
開
始
す
る
区
域

下
府
町
１
～
３
町
内

下
府
町
４
、
７
町
内
の

一
部

国
分
町
唐
鐘
１
町
内

国
分
町
唐
鐘
９
町
内
の

一
部

供
用
開
始
日
　
４
月
１
日
０

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
０
～
１４
日
側

（土

・
日
躍
日
を
除
＜
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

縦
覧
場
所

・
問
い
合
わ
せ
先
　
下
水

道
課
（奮
内
線
４
４
８
、
４
４
９
）

‐

第
22
回
源
回
回
l
ト
レ
l
ス
六
会

市陸上競技場をスタートとする浜日□一ド

レース大会が開催されました。当日ほ雪が降

る中、小学生からフアミリーまで、患を弾ま

せながら走りぬきました。

国府海水浴場

広報ほまだ :平成17年3月 15日暑



市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

目
的
　
他
人
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
し
て
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

※
　
こ
の
目
的
以
外
で
縦
覧
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
市
内
区
沓
一産
を
所
有
し
て
い

る
納
税
者

期
間
　
４
月
１
日
０
～
５
月
３‐
日
側

（第
１
期
納
期
限
ま
で
）

午
前

８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

（た

だ
し
土

・
日

・
祝
日
ほ
除
＜
）

場
所
　
１
階
⑥
番
窓
□
　
税
務
課
資

産
税
係

範
囲
　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

・
縦
覧
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、

送
付
し
た
課
税
明

網
書

・
納
税
通
知
書

・
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

と
印
鑑
を
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

・
手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産
税
係

（奮
内
線
１
３
４
、
１
３
９
）
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窓
回
模
場
均
丸
軸
辞
ｆ
ま
す

年
度
変
わ
り
で
住
民
異
動
が
多
い

時
期
に
、

市
民
課
を
中
心
と
し
て
窓

□
の
業
務
を
時
間
延
長
し
ま
す
。

延

長
業
務
は
、

市
民
課
の
全
て
の
業
務

（住
民
異
動
手
続
き
、

印
鑑
登
録
、

各
種
証
明
書
発
行
な
ど
）
と
税
証
明
、

住
民
異
動
に
伴
う
各
課
の
手
続
き
全

般
で
す
。

た
だ
し
、

住
民
票
の
広
域

交
付
な
ど
、

ほ
か
の
行
政
機
関
を
通

じ
た
手
続
き
が
必
要
な
業
務
は
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
＜

だ
さ
い
。

期
間
　
３
月
２２
日
快
～
３０
日
は
、
４

月
４
日
側
～
８
日
０

（た
だ
し
土

・
日

・
祝
日
ほ
除
＜
）

時
間
　
午
後
７
時
ま
で
延
長

場
所
　
浜
日
市
役
所
１
階

※
　
日
躍
窓
□
は
従
来
ど
お
り
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
総
合
窓
□

係

（な
内
線
１
４
４
）

住
所
と
は
、

実
際
区
生
活
し
て
い

る
場
所
の
こ
と
で
す
。

（住
所
と
住

民
票
は
同
じ
に
し
て
＜
だ
さ
い
）

引

っ
越
し
た
と
き
ほ
す
み
や
か
ほ

届
け
出
て
＜
だ
さ
い
。

転
入
届

（市
外
か
ら
市
内
に
引
っ
越

し
て
来
た
時
）

…
引
っ
越
し
た
国
か
ら
１４
日
以
内

※
　
転
入
届
区
ほ
転
出
証
明
書
が
必

要
で
す
。

前
住
所
地
の
市
区
町
村

役
場
で
先
Ｅ
転
出
届
を
済
ま
せ
て

＜
だ
さ
い
。

転
出
届

（市
内
か
ら
市
外
に
引
っ
越

し
す
る
時
）

…
引
っ
越
し
先
が
決
ま
っ
た
ら
す
み

や
か
に

転
居
届

（市
内
で
引
っ
越
し
た
時
）

…
引
っ
越
し
た
日
か
ら
１４
国
以
内

※
　
原
則
と
し
て
異
動
し
た
本
人
ま

た
は
世
帯
主
が
届
け
出
て
＜
だ
さ

い
。

届
出
人
の
本
人
確
認
を
免
許

証
な
ど
で
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
　
３

・
４
月
ほ
窓
□
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
住
民
異
動

係

（ａ
内
線
１
４
３
）

十すんき|ブんきノンタン
/は っぱちぱカルつデ洵のユタ ?

径争119
|ブんき|ずんざノンタン
/は みがきtフめこtノめこ
げんき|すんきノンタン
/養 | ′ヽダ|☆デあ―ね ?

(ビデオテープ)
ピテ 才誉料名

1 石見神楽 1巻 /道 がえし ・塵輪 ・五神

径;1

2 石見神楽 2巻 /天 神 ・岩戸 ・鐘旭

3 石見神楽3巻 /恵 比寿 ・掲鼓 。大蛇

4 石見神楽4巻 /天 蓋 ・鹿島 ・五穀種元

石見神楽 5巻 /頼 政 ・八十神 ・神祇太鼓

6 石見神楽 6巻 /黒 塚 ・四剣 ・八幡

7 石見神楽 7巻 /神 楽 ・塩祓 ・熊襲

石見神楽 8巻 /真 榊 ・武の内

卵

1 フユーチヤー・イズ・ワイルド 500万 年後 氷 の世界

各 1

2 フユーチャー・イズ・ワイル ド 1億 年後 灼 熱の世界
ラ¬一千ゎ―。イザ.●イ ァド ワ 唐行仏 解 巨★★降∩柑果

5 ザ・サ バイ バー/漂 う布者

6 繰 辞 の 1 5 0 0マ イ ル

ロス ト・メ - 7

1 1 トロイ

1 ハ リー ・ボ ツタ ーとアズ カハツの

| 蝉 し ぐ れ

W /

b ノフツ

フラザ ー

1 7 お さかなオ 一ヽぅ|デ ヽ |



☆市脈のなやつの適量

①ビスケット3枚 と牛喜しコップ 1杯

②クラッカー3枚 とヨーグルト3/4カップ

目安量

つぶして大さじ3

1/ 5イ団

小さじ 1

小さじ2 / 3

小さじ1/4

①サツマイモほ皮をおいて輪切りにして、窯すかまたは電

子レンジでカロ熱する。

②①を熱いうち|こつぶす。

③②を鍋|こ入れく溶きほぐした卵、牛喜し、砂糖を入れて

よ<混 ぜ、弱い文で練る。

④火を止める時|こマーガリンを入れ、子どもが持ちやす

いサイズの団手[ま とめる。

スイートポテトボール|こ牛写しコップ 1杯を組み合わせ

て食べましよう。

(子育て支援センター)

広報ほまだ :平成17年3月 15日暑

帖‖

‖‖

■柿

肺

山‖

‖‖

ⅢⅢ

ⅢⅢ

‖‖

太昭むけ事L如児鮒

… … … …… … … … … … …… …… … … …… … …… … ……‐……に出

(1歳お1ら3歳)のおやつ |

「おやつですよ」ということばを聞<と 、子どもたちほとてもうれし

そうな顔|こなります。 「食事のとき|こもそれ<ら い喜んで<れ ればいい

の こ……」と、思つてしまうほどです。

でも、子どもことってのおやつは、ただ 「おいし<て 楽しければよい」

というものではありません。食習慣の基礎づ<り として大好きなおやつ

をどのようにとらえればよいのか者えてみましよう。

栄養面を者えると手づ<り が望ましいですが、

手軽|こ利用できる市販のおやつも分墨|こ気をつけて、

上手|こ組み合わせると体|こよいめやつ|こなります

こ上手む組み合わせ☆

肺

珊

肺

岬

町

肺

ｍ

ｍ

ｍ

町
十　
岬
　
肺

|★|■|!下|の|ポイント|
。おやつは 1日 1回、時間を決めてとりましよう。

・食欲のない8寺こは、お茶など水分補給で十分です。

・きちんとした習慣をつ<る ため こは、子どもの

要求 こ負すないようこ 「すじめ」が大切です。

・食べたあとはお茶か水を飲んで□の中を清潔|こ

しましょう。

|★‐輝鴻‐のポ|イ|ヤ■|
・自然な食品の牛手し・果物を中心|こ選びましよう。

・甘いジュース、油の多いスナツク菓子ほ食欲不振、

偏食の原因となります。
・市販のおやつは果物や牛喜しなどと組み合わせましょ

つ 。

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

量

４０

１０

５

２

１

☆簡単にできる手作し1なやつの組介☆

スイートボテトボーれの作り石 (1人分)

材料
・さつまいも

・ぢ円
・牛字し
・砂糖
・マーガリン

作り方



‐
22

欝

ユ

畢

バ

鱒

碑

ぽ

騨

こ

へ

て  |

畢

ト

群

騨

1欝
‐

ム

繋

鱒

へ

ん

|ネ|

聯

欝 |

フ

瞬

畢

ヂ

鑢

熙鶴ヤ躍響 ‐

即

ん  |

鸞

攣

鸞 ||

母鶴騒群欝料 |

霞醸路群醸願 ‐

鶴‐

ト

ぜ

ゐ|‐

ゆ |

鶴

平成17年度 年間計
予防接種は、生後 3か 月|こなったら接種することができます。お子さんの健康状態と対象年齢を確認して、イロ

局」接種|こついてほ下表の個別接種医療機関に直接申し込み、予約をして受けましよう。

1雛 饗 鴨 破 |
○健康状態のよいときに受けましよう。

①魅ず当日の朝の体温を沢Jっておきましょう。

①母子健康手帳を必ず持っていきましょう。

①子どもの健康】犬態をよ<矢□っている家族が連れてイ子きましょう。

①予診票ほ医療機関 (集団接種ほ会場)こ あります。お子さん

を診て接種してもらうお医者さんへの大切な情報です。貢任

を持って記入しましよう。

|

※ BCGは 卜■Jの 小児科医で実施 します。

問い合わせ先 子 育 て支援課児童家庭係

(a内 線 162・ 172)

,クチ1充 対象年齢 受けるの1葬評競韮たす齢 接種期間

B C G 生後 3か 月～ 6か 月未満

4月 1日 からは、 ツ`ベルクリン反応

イロ別接種

(小児科医で実施します)

4月 1日～平成18年3月 31日

検査 はな <な り、 B C Gを 直接権種

します。

生後 3か 月|こなったらすぐ受けて<

ださい。

ポリ才
生後 3か 月～ 7歳 半未満 BCG接 種の後|こ受けましょう。

集団接種

(5月、7月、10月、12月)

三種混含

個届」接種

4月 1日～平成18年3月31日

麻しん
滴 1歳 ～ 了歳半未満

満 1歳|こなったらすぐ|こ受けましよう。

1歳 3か 月までこは受けましよう。

風 しん 麻しん接種の後|こ受けましよう。

日本脳糞 満 3歳 ～ 7歳 半未満 3歳 |こなったら受|すましょう。

医療機関名 所在地 電話番暑 1医療機関名 所在地 電話番暑

安東医院 長浜町 ② 0343 中村胃腸科内科医院 笠柄町 ② 8000

江木産婦人科 片庭町 ②l 1 8 1 中村呼吸養内科医院 内村町 ② 4593

岡本胃腸内科医院 長沢町 ④ 5555 中山産婦人科医院 殿  町 ② 0071

沖国内科医院 蛭子町 ② 0767 中村医院 片庭町 ②l 1 8 3

沖日病院 殿  町 ②1 5 5 5 真鍋医院 国分町 ④0031

笠日医院 牛市町 ② 1621 向内科小児科医院 国分町 ④ 0167

蜘 爾重内科眼科医院 高日町 ② 1527

帥 八杉胃陽科医院 下府町 ①1 9 1 1

卿 帥 山根病院 熟日町 ④ 0688

島日病院 殿  町 ②2511 小笠原耳鼻0因0侯科 殿  町 ②4617

周布内科医院 治示□町 ② 1027 蜘

醐

広報はまだ :平成17年 3月 15日暑



もうすぐ春…。暖か<な つて薄着 こなるとハ型も気|こな

りますね。肥満が気|こなる人、適正体重をめざして、健康

的な食生活を実践 しましよう。

肥)荷を解消する|こは、食べる量を減らし、消費する量を増やすこ

とが基本です。おやみこ減食するだ|すでよ添調を崩すだけでな<、

長続きしません。 「食べ過ぎ」をあらをめ、 随 度な運動」を取り

入れるよう心がけましよう。これから暖か<な つて、外こも出かけ

やす<な ります。ウ才一キングなどを楽しんでみてはいかがでしよ

うか。

肥)商予防の第 1歩ほ自分の適性体重や肥満度を矢□ることからです。

適正体重=勲 長 (m)× 9長 (m)× 22

BMI(体 格指数)=体 重 (Kg)・勢長 (m)■ 勢長 (m)

※ BM 122前 後の人が、最も病気|こかかりこ<い といわれていま

す。

く伊じLば>

身長155cm、体重63Kgの人の場合

適正体重=155(m)×155(m)×22=|々|||(にメ
(約1 0キログラム才一バーしています)

BMI=63(Kg)■155(m)■1.55(m)■'619巴満です)

日1獅討古

隻括習慣痛0八 日

死口回雲奏

… 欣 … ぃ 、 … ぃ 的 … … … いい

1

覇累橿程黒響讐言要彗  |

嬰

醒

瞬

鶴

繋

繋

願

醒

や

願

鸞

剛

醒

繋

願

繋

鑑

携

繋

剛

醐

。1日 3食 、バランスのよい食事を。

・食事ほよ<か んでゆつ<り 食べる。

(脳から満腹という指令が<る のは、

食べ始めてから約20分後。)

・腹八分目を守りましよう。

・間食を控え、夜 9時 以降ほ食べない。

(夜遅<食 べたものは、消費されず、脂肪|こなりやすい。)

・自分|こできる運動を無理な<続 すていきましょう。

・体重をチェックしましょう。

(記録をつ|すてグラフこしてみるのも良いですね。)

剛

や

縛

繋

繋

繋

鑑

鯛

ヘ

願

リ

窯

剛

鴎

嬰

Kr

申

嬰

剛

ベ

ヘ

嬰

願

BMI

半」定表

18.5未)前 18.5以上250未 滴 25.0以上

や  せ 標準 (正常域) 肥  滴

広報ほまだ :平成17年 3月 15日暑



これは 1日のうちであかずとして食べて欲しい食品の頭文字を並べをものです。

毎日の献立のヒント|こして<だ さい。

たまご
チニズなど   ゎ かめなど
乳製品・牛事し     海 藻類

い
しいた|サなど

きのこ類

ご ま

魚または肉

?

たどこ

いも類

ヤ

義

○
健
康
相
談

血
圧

・
俸
指
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

①
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
Ｅ
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
濃
度
測
定
　
（無
料
）

日
時
　
３
月
２５
日
０

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（奮
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
５
国
側

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
日
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

谷

②
２
４
９
５
）

辞 ギ

国民健康保険証は大切に

保管しましよう!

最近、国民健康保険証の再交付の申

請が増えています。保険証はヨ分証明

に使用されることも多<、 矢□らないう

ち|こ悪用される可能性があります。保

険証は大切に保管し、紛失しないよう

|こ心がすて<だ さい。

なお、国民健康保険証が破れたり、

汚れて使用できな<な ったとき、また

は国民健康保険証をな<し たときは、

申請|こより再交付を受することができ

ます。

申請に必要なもの

○身分を証明するもの (運転免許証な

ど)

①使用できな<な った保険証 (紛失の

場合は不要)

①E日鑑

※ 発 見したときは、再交付されをも

のではな<、 古いほうの保険証を返

還して<だ さい。

※ 紛 失したときは警察|こも間い合わ

せをして<だ さい。

市,卜に進学する皆さんヘ

Q 子 どもが東京の大学|こ行<の で、

保険証を持たせてやりたいのですが

A 市 では、国民健康保険証を原則と

して1世帯|こ1枚だけ交付しています

が、子どもが市外こ進学する場合、

学生専用の保険証を別|こ交付 しま

す。

申請に必要なもの

○次のいずれか

。在学証明書
・合格決定通矢□書または入学許可証

・授業料の振込領収書 (学校名 ・平成

17年度分と記載のあるもの)な ど

○国民健康保険証

○印鑑

問い合わせ先 福 祉総務課保険係 (a内 線 156・ 158)

広報ほまだ :平成17年 3月 15日暑



島根県立大学
Newsv。 lH
～海の見える庄から～

民勢話 :0855-24-2200

ホームベージ:http:〃ww‖ u―shimane,ac.jP

第
2

綜轟
え

博 て

県
立
大
学
の
第
２
期
生
の
卒
業

式
が
３
月
１８
日
０
に
行
わ
れ
ま
す
。

浜
日
で
の
４
年
間
の
学
生
生
活
を

終
え
社
会
へ
と
巣
立

っ
て
行
＜
わ

け
で
す
が
、

市
民
の
普
さ
ん
と
の

交
流
や
地
域
の
諸
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、　

一

生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い

出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う

し
て
第
２
回
目
の
卒
業
式
を
迎
え

る
こ
と
に
よ
り
、

県
立
大
学
の
歴

史
が
着
実
ほ
築
か
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
が
、

卒
業
生
に

は
、

県
立
大
学
の
卒
業
生
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
活
躍
す
る

と
と
も
区
、

母
校
県
立
大
学
、

第

２
の
故
郷
浜
日
そ
し
て
島
根
の
今

後
を
温
か
＜
見
守

っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
強
軸
報
難
集『２‐

世
紀
地
球
講
座
』

　
一　
串 抑
帥
『
印
印
『
『
印
「
却
印
『
『
串

市
民
の
普
さ
ん
区
は
、

卒
業
生
が

一　

平

成

１６
年

度

い
ろ
い
ろ
告
し迷
惑
を
お
か
け
し
た

一　
優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
応　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

＜
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
　
一　
　
浜
日
で
４
年
間
学
ん
だ
学
生
産
ち
　
一　
日
時
　
４
月
１６
日
～
７
月
１６
日
　
　
　
一一　
　
私
が
社
会
大
学
生
と
し
て
不
学

深
＜
感
謝
す
る
と
と
も
Ｅ
、

こ
れ
か
　
一一　
が
そ
の
成
果
と
し
て
卒
業
研
究
を
完
　
一　
　
毎
週
土
躍
日

（Ｇ
Ｗ
除
＜
）
　
　

　

一　
大
学
院
へ
入
学
し
た
当
初
は
、

社

ら
も
県
立
大
学
を
ご
支
援
＜
だ
さ
い
　
一一　
成
さ
せ
ま
し
た
。

取
材
や
調
査
な
ど
　
一　
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
　
　
　
　
　
一
〈
石人
時
代
区
経
験
し
な
か
っ
た
専

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
一　
で
地
域
の
人
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
　
一　
場
所
　
講
義
研
究
棟
　
中
講
義
室
５
　
一　
門
的
な
分
野
Ｅ
戸
惑
う
毎
日
で
し

″う

も

う

う

均

う

う

も

う

う

均

均

均

う

０

う

う

う

均

う

う

均

均

う

均

均

均

均

う

う

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

ｔ
，

９

，

，

０

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

市
民
の
普
さ
ん
区
は
、

卒
業
生
が

一　

平

成

１６
年

度

　

　

　

　

　

　

一

い
ろ
い
ろ
告
し迷
惑
を
お
か
け
し
た

一　
優
秀
卒
業
研
究
発
表
会
　
　
一

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

＜
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
　
一　
　
浜
日
で
４
年
間
学
ん
だ
学
生
産
ち
　
一

深
＜
感
謝
す
る
と
と
も
Ｅ
、

こ
れ
か
　
一一　
が
そ
の
成
果
と
し
て
卒
業
研
究
を
完
　
一

ら
も
県
立
大
学
を
ご
支
援
＜
だ
さ
い
　
一一　
成
さ
せ
ま
し
た
。

取
材
や
調
査
な
ど
　
一

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
一　
で
地
域
の
人
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
　
一　
場
所
　
講
義
研
究
棟
　
中
講
義
室
５

　
一　
門
的
な
分
野
Ｅ
戸
惑
う
毎
日
で
し

”

サ
ッ
カ
ー
部
，
郁
リ
ー
タ
一
格
！

　

一　
碗
剣
捕
究
衡
虻
だ
い

醸
馳
駐
ぽ
郷
卿
　
一

‐２
月
１２
日
Ｅ
県
社
会
人
サ
ツ
カ
ー
　
一　
い
＜
つ
か
を
き
さ
ん
区
発
表
す
る
機
　
一

２
部
り
―
グ
入
れ
替
え
戦
が
行
わ

一
〈
石
を
設
け
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
来
場
＜

一

れ
、
２
部
リ
ー
グ
６
位
の

「Ｅ
‐Ｗ
Ｉ

　
一　
だ
さ
い
。

（入
場
無
料
）
　
　
　
　
　
一　
担
当
　
図
書
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
一　
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

調合‐Ｇ蒔能胎町３昨軸瑞押惟ゴ槌爵　一　日軸後苑附朗榔醐　　　　　　　一　（中鞄浮呼「「一！！！！　　　一　者が的は鉾僚響期際的雄鍔髄
中

”寺咋一咋”『”申〕】ぃ中抑　一　一串守十キ中中印中〕車中幸幸井【　一　！串中一中ま集！山中中中”一一〕”！　一　帥中抽『岐的時寺軒寺『謝率＋中

来
季
の
リ
ー
グ
は
６
チ
ー
ム

（晶
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
！　
　
　
　
　
　
一

根
大
学
医
学
部
チ
ー
ム
ほ
か
）
で
５
　
一　
　
県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う
　
一

月
ご
ろ
か
ら
１０
月
ご
ろ
に
か
け
て
松
　
一　
ち
、

多
＜
の
科
目
を
社
会
人
の
普
さ
　
一

江
、

出
雲
、

浜
日
の
各
会
場
で
行
わ
　
一　
ん
に
も
広
＜
開
放
し
ま
す
。

あ
な
た
　
一　
化
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

こ
の
研
修
　
一　
の
勉
学
は
大
変
で
す
が
、

こ
れ
ま

”

駒徳狩ｒ輸旺詢韓准んの応援を　一　施朕増生とともほ学んでみませ　一一　毅藤獅穀難跡調義牧ティの受入　一　距洵釧騨備輛幾慨輸軸薩維鋼
中

期闘５月獅印側則匁帥随。また　一　晦弦荘“↑誇擁醜崎誤瑳坊向
中

う

も

う

う

均

均

均

う

０

う

う

う

均

う

う

均

均

う

‘う

均

均

均

う

‘う

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

均

ｔ
Ｏ
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町駈巧‰埋理学一ｒ，活動

講
師
　
一剛
日
由
美
子
さ
ん

（鳥
取
市

社
協
）
、

藤
原
寿
美
子
さ
ん
（ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
代
表
）

〔田

３
月
郷
日
側

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

□

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
１
２
階
会

議
室
１

・
２

・
３

※
　
サ
ロ
ン
活
動
を
し
て
い
る
人
や

興
味
の
あ
る
人
ほ
気
軽
ほ
来
て
＜

だ
さ
い
。

価
〕

健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（奮
内
線
１
５
１
）

―

講
師
　
熊
谷
美
和
子
さ
ん
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
た
す
け
あ
い
平
日
理
事
長
）

〔∪

３
月
２４
日
側

午
後
２
時
～
４
時

□

い
わ
み
―
る
４
階
４
０
１

・
４

０
２
研
修
室

※
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
や
興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に

来
て
＜
だ
さ
い
。

□

市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

（な
内
線
１
５
１
）

細離識鮫純キ甘尭ず

中
国

・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の
配

布
を
始
め
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
　
昭
和
５‐
年
４
月
２
日
～

６‐
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
付
期
間
　
４
月
１
日
０
～
８
日
０

試
験
日
　
５
月
２２
日
０

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

□

中
国

・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

採
用
試
験
事
務
室

（奮
０
８
２

‐

４
２
４

‐
５
６
１
６
）

即瓢餅推車ｒｉ一徹

【大
学
卒
業
程
度
】

○
国
家
公
務
員
Ｉ
種
　
○
国
家
公
務

員
ＩＩ
種
　
○
国
税
専
門
官
　
○
労
働

基
準
監
督
官
　
①
法
務
教
官
　
○
航

空
管
制
官

【高
校
卒
業
程
度
】

○
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
　
①
刑
務
官

〇
八
国
警
備
官
　
○
皇
宮
護
衛
官

○
航
空
保
安
大
学
校
学
生
　
○
海
上

保
安
学
校
学
生
（特
別
）

○
海
上
保

安
学
校
学
生
　
○
海
上
保
安
大
学
校

ふ
学
生
　
○
気
象
大
学
校
学
生

※
　
詳
し
＜
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

ま
た
、

人
事
院
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

す
汁
汁ｏ
い＼
＼〓
〓
〓
・
」
一Ｄ
」
↓・∞
〇
　
」０
＼
∽
Ｏ
↓

＜〇
＼
∽
Φ
↓＜〇
・
丁
津ヨ

（岡
▼
申
込
用
紙
の
請
求
先
　
人
事
院

中
国
事
務
局
（〒
７
３
０

‐
０
０

１
２
　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

‐
３
０
　
ａ
０
８
２

‐
２
２
８

‐

１
１
８
３
）

平
成
Ｌ
争
＝
一
棺
韓
掟
試
験

平
成
１７
年
度
か
ら
次
の
検
定
を
実

施
し
ま
す
。

①
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
（２

・
３
級
）

試
験
日
　
７
月
３
日
０

セ
月
１１
日
個

①
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（２

・
８
級
）

試
験
日
　
７
月
１０
日
０

１１
月
牙
日
個

（剛
一
２
級
　
６
、
３
０
０
円

３
級
　
４
、
２
０
０
円

※
　
こ
れ
ら
の
試
験
は
今
ま
で
の
申

し
込
み
万
法
と
異
な
り
ま
す
の

で
、

詳
し
＜
ほ
約
３
か
月
前
を
め

ど
Ｅ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

※
　
そ
の
ほ
か
日
本
商
工
会
議
所
で

は
珠
算
、

簿
記
、

ワ
ー
プ
ロ
、

ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

販
売
士
な
ど
の
検
定
試
験
も
行
っ

て
い
ま
す
。

各
種
の
検
定
日
程
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

□

浜
日
商
工
会
議
所

（奮
②
３
０

２
５
、

囲

②
５
４
０
９

、
東
京

商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

す
汁
汁０
＼̈
＼
〓
〓
〓
　
本
①
⊃
汁
①
↓　
〇
【∞
＼

自
衛
隊
一か
」
≡
≡
冊
増
却
根
補
生

陸

・
海

・
空
自
衛
隊
の
重
要
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
つ
＜
幹
部
ほ
な
る
た
め

の
要
員
で
す
。

受
付
期
間

４
月
４
日
個
～
５
月
１３
日
Ｑ

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
が
あ
り
、

平

成
１８
年
４
月
１
日
現
在
で
、

・
ク
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
人

・
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を

修
め
、

修
士
の
学
位
を
受
け
た
人

は
２８
歳
未
満

（平
成
１８
年
３
月
学

位
取
得
見
込
み
を
含
お
）

・
郷
歳
以
上
塑
歳
未
滴

の
大
卒
者

（平
成
１８
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
お
）
ま
を
は
、

外
国
の
学
校
を

卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

第
１
次
試
験
日

５
月
２‐
日
０
、

陸
日
０

試
験
場
所
　
浜
日
、

松
江

※
　
詳
し
＜
は
あ
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

□

自
衛
隊
島
根
地
方
連
絡
部
浜
日

出
張
所
（
ａ
②
ｌ
３
３
４
）

1 1  広 報はまだ :平成17年3月 15日暑 □
=日時 □ 場 所 □ 掟 員 日 判 金 □

=申込先 □ 林 募先 □
=間じ治 わせ先



市
営
住
宅
入
居
者
！

！！！
！！！
！！！！！！！！！！！！！！！

家
賃
　
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
隻
の
３
倍

受
付
期
間

３
月
１５
日
側
～
３‐
日
側

応
募
資
格

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ

る
こ
と
。

（身
体
障
害

者

．
５０
歳
以
上
の
人
な
ど
に
つ
い

て
は
１
人
で
も
入
居
可
能
）

。
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

募集住宅

(間取り)
建築年度 戸数 家  賃

小福井住宅

(2K)

B召示□

42年度
1 戸 3,400-7,500円

日‖去,大久保

(3DK)

B召不□

62年度
1 戸 17,600′ヤ38,800円

公営住宅入居基準早見表 鮪号所得者1人の場合)

収入基準

(円以下) 芯
本人+1人

2人家族

不人+2人

3人家族

本人+3人

4人家族

本人+4人

5人家族

本人+5人

6人家族

200,000
年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,103,999 5,575,999 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

※身体障害者、50歳以上の世帯ほ収入基準が異なります。

・
現
Ｅ
住
宅
Ｅ
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
ａ
内
線
３
５
２
）

県
営
住
宅
入
居
者
！

高
齢
者

。
障
害
者
向
け
に
改
善
し

た
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅
　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
戸
、
３
Ｌ

Ｋ
　
ｌ
戸

（い
ず
れ
も
熱
日
町
）

家
賃
額
　
お
よ
そ
１
６
、
６
０
０
～

４
３
、
２
０
０
円
（改
善
工
事
費
、

部
屋
の
広
さ
、

入
居
者
の
収
入
な

ど
に
応
じ
て
金
額
が
異
な
り
ま

す
。

）

応
募
受
付
期
間

３
月
１７
日
閃
～
３‐
日
側

（魅
着
）

入
居
予
定
日
　
４
月
１８
日
側

〔円
ス
側
一
県
浜
日
土
木
建
築
事
務
所

建
築
グ
ル
ー
プ

（浜
日
合
庁
内

な
①
５
６
６
９
、

図
②
３
３
０
↓

上
府
子
供！！！！！！社
難
＝
員
！

神
楽
を
通
じ
て
心
動
を
鍛
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
５
歳
～
高
校
生

練
習
日
時
　
毎
週
火
、

金
躍
日

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

□

上
府
子
供
神
楽
団
団
長
　
佐
々

浦
郁
晃
さ
ん
（
な
④
ｌ
９
６
６
、

神
楽
道
場
ａ
②
２
２
７
７
）

ボラン一一一，一祥鳩・掃

〔Ｕ

３
月
梵
日
Ｕ
　
午
前
了
時
３０
分

か
ら
　
（１
時
間
程
度
）

集
合
場
所
　
ア
ク
ア
ス
前
広
場

清
掃
場
所
　
ア
ク
ア
ス
前
海
岸

※
　
小
雨
決
行
　
参
加
し
た
人
ほ
ほ

サ
ポ
ー
ト
通
貨

「神
楽
」
（５
０
０

円
相
当
）
を
配
布
し
ま
す
。

∩
〕
牛
尾
さ
ん
（奮
０
９
０
１
８
２

４
４

‐
９
４
２
９
ヽ
全
国
豊
か
な

海
づ
＜
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

子
ど

　
　
　
　
　
！！！

平
成
１７
年
度
子
ど
も
会
安
全
会
の

加
入
を
４
月
１
日
か
ら
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

子
ど
も
会
安
全
会
ほ
加
入
す
る
と

子
ど
も
会
の
活
動
中
の
事
故
や
往
復

途
上

の
事
故
な
ど
Ｅ
対
し
、

見
舞

金
、

補
償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

就

学
３
年
前
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、

子
ど
も
会
活
動
区
関
わ
る
人
な
ら
だ

れ
で
も
加
入
が
で
き
ま
す
。

〔円
二
剛
一
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

（奮
内
線
４
５
了
）

卿錦弾靴鮒
！
曝

不
要
ほ
な

っ
た
Ｃ
⊇
フ
ジ
カ
セ

・

電
気
ポ

ッ
ト

・
掃
除
機

・
ア
イ
ロ

ン
・
炊
飯
器

・
テ
レ
ビ

・
ビ
デ

オ

デ
ツ
キ
な
ど
の
電
気
製
品
を
無
償
で

提
供
し
て
も
ら
い
、

県
立
大
学
留
学

生
ほ
貸
し
出
し
、

有
効
Ｅ
活
用
し
ま

す
。

提
供
物
品
は
衛
生
的
で
修
理
の

防
要
の
な
い
も
の
を
お
願
い
し
ま

す
。提

供
で
き
る
人
は
、

浜
日
国
際
交

流
協
会
へ
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

□

浜
日
国
際
交
流
協
会
　
橋
本
さ

ん

（地
域
政
策
課
内
　
奮
②
ｌ

２
４
１
、

図
②
ｌ
８
６
０

軍

井
範

鎌さ 大 ほ
い 会 初°

で め

12広報ほまだ :平成17年3月 15日暑



鏑鱒
轟
耶
一人麻

講
師
　
神
英
雄
さ
ん

（石
正
美
術
館

主
任
学
芸
員
）

〔Ｕ

３
月
１９
日
０

年
後
１
時
３０
分
～

□

石
見
公
民
館

日

無
料

〔∪

ム
団
一
市
郷
土
資
料
館

公

②
６
４
５
３
）

第２７回！！！！！！ｉ一，ぱｔ展

浜
日
自
生
の
つ
ば
き
か
ら
各
地
の

つ
ば
き
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

（円
一
３
月
１９
日
働
、
列
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（た
だ
し
、

郷
日
ほ
午
後
４
時
ま
で
）

ヽ

０
２０
日
午
後
４
時
よ
り
展
示
品
切
花

の
無
料
配
布

○
新
入
会
者
募
集

（八
会
者
区
は
つ

ば
き
苗
本
進
呈
）

□

浜
日
市
民
集
会
所

□

浜
日
つ
ば
き
同
好
会
　
長
橋
さ

ん

谷

②
ｌ
７
７
８
）

鋼離朧購構槌幅ぱ＝らぃ

期
間
　
３
月
３‐
日
側
～
４
月
２
日
０

都
合
に
よ
り
休
館
し
ま
す
。

ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
＜

お
願
い
し
ま
す
。

□

国
民
宿
舎
千
昌
苑

公

④
ｌ
２
５
５
）

気
軽
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ
ー
ル

・
ト
レ
ー
三
ン
グ
ジ
ム

・
ス

タ
ジ
才

・
３
階
教
養
室

（作
品
展
示

あ
り
）

〔∪

ベ
ア
‐
レ
浜
日

容

②
ｌ
０
３
５
）

慾ヂ鞠毅

時間 9 1 1 17

26[∃

(土)

プール パワフルアクフ らくら〈水中歩行

スタジ才 元気ェアロ 3Bェクササイズ ピラティスひきしめ ! バランスボール

ジ  ム
邑断右効凋同上
に|ター~ ブヽづ

27[∃

( 日)

プール 水派体験 悩肪燃院アクフ

スタジ才 リズムストレッチ 太極拳 ピラティスヒップ亦ップ健康ヨーガ

ジ  ム
効果的な

に|― ~｀ノづ

ペアーレ無料体験 。開放時間表 ※匡三ヨほ無料開放です

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
元

浜
町
　
中
井
満
　
▽
黒
川
町
　
天
津

芳
江
　
▽
熱
日
町
　
森
筋
朗
ほ
か

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
上
府

町
　
士
□
田
和
彦
　
▽
日
脚
町
　
士
□
日

成

一　
一副
原
規
行
　
▽
三
階
町
　
古

谷
し
ゅ
ん
子
　
▽
日
橋
町
　
藤
井
達

美
　
▽
国
分
町
　
一齋
藤
幸
雄
　
杉
本

享
司
　
▽
長
浜
町

小
川
壽
美
恵

▽
元
浜
町

中
井
漏
　
▽
竹
迫
町

別
所
雅
彦
　
▽
殿
町
　
小
川
程
子

▽
熱
日
町
　
峠
本
静
雄
　
▽
大
辻
町

門
日
順

一　
▽
相
生
町
　
江
木
カ
メ

ヨ◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
元
浜
４
＝
▽

元
浜
町
　
中
井
漏
　
〇
二
重
＝
▽
上

府
町
　
士
□
日
和
彦
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
伊
津
澄
男
　
浅
日
勝
　
川
辺

忠
正
　
○
唐
鐘
３
＝
▽
国
分
町
　
川

辺
忠
正
　
○
唐
鐘
６
＝
▽
国
分
町

伊
津
澄
男
　
○
汐
入
団
地
＝
▽
熟
日

町
　
峠
本
静
雄
　
○
竹
迫
＝
▽
竹
迫

町
　
別
所
雅
彦
　
○
元
浜
１

・
２

・

３
＝
▽
元
浜
町
　
△フ
日
仙
八
　
〇
国

分
＝
▽
国
分
町
　
杉
本
事
司
　
○
天

満
＝
▽
熱
日
町
　
森
脇
朗
ほ
か
　
○

三
階
７
＝
▽
三
階
町
　
古
谷
し
ゅ
ん

子◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
伊
津
澄
男
　
浅
日
勝
　
川
辺

忠
正
　
○
日
脚
＝
▽
日
脚
町
　
士
□
日

成

一　
〇
美
川
西
＝
▽
熱
日
町
　
峠

本
静
雄
　
○
長
浜
＝
▽
長
浜
町
　
伊

藤
克
則

○
熱
田
７

＝
▽
熱

日
町

長
野
覺
　
○
国
分
＝
▽
国
分
町
　
杉

本
享
司
　
○
上
府
＝
▽
上
府
町
　
千

代
松
典
行
　
士
□
田
和
彦

◎
府
城
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
上
府
町

吉
田
和
彦

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
国
分
町
　
杉
本

享
司

◎
美
川
保
育
園
へ
　
▽
内
村
町
　
主再

本
章

◎
美
川
苑

へ
　
▽
大
阪
市
鶴
見
区

竹
日
昌
幸

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
愛
媛
県
伊

予
郡
松
前
町
　
岡
由
美
子

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
松
原

町
　
大
輸
忠
弘
　
▽
国
分
町
　
中
井

勉◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
国
分
＝
▽
国

分
町
　
中
井
勉

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
国
分
＝
▽
国

分
町
　
中
井
勉

◎
美
川
苑
へ
　
▽
内
日
町
　
美
川
小

学
校
３
年
生

◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

▽
熱
日
町
　
津
枝
ン
ズ
ヱ
　
村
上
頑

子
　
原
日
毅
　
原
日
啓
子

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
す
み
よ
し
洋
装
店

◎

郷

土

資

料

館

へ
　
▽
江

津

市

佐
々
木
純
司
　
▽
高
田
町
　
下
栂
明

雄

他
寄

付

1 3  広報はまだ : 平成1 7 年3 月1 5 日暑 ∈} 日時 日
= 場所 □

= 定員 日
= 料金 □

= 申込先 □
= 応募先 □

= 間しヽ合わせ先



冒

険

０

ほ
ぼ
輸
識
御
鮒

ｖ |口100

＝
　
　
　
　
　
■

晨帳堆
，ａｍ
ら
せ・

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

営
さ
ん

に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
底
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、

幅
広
い
内
容
の
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、

春

か
ら
夏
ほ
か
け
て
の
展
覧
会
予
定

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■

『謎
な
ぞ
美
術
展
』

４
月
１６
日
０
～
６
月
１９
日
０

〃
な
ぞ
な
ぞ
″を
解
き
な
が
ら
現

代
美
術
作
品
の
不
思
議
区
迫
り
ま

す
。

楽
し
い
発
見
が
た
＜
さ
ん
あ

る
は
ず
で
す
。

■
『島
根
県
新
収
蔵
品
展
ス
仮
題
）

６
月
梵
日
位
～
７
月
１８
日
佃

県
が
新
し
＜
収
集
し
た
日
不
画

・
版
画

・
デ
ザ
イ
ン
画
な
ど
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

■
『ピ
カ
ソ
と
岡
本
太
郎
只
仮
題
）

７
月
２３
日
０
～
９
月
４
日
０

お
な
じ
み
の
ピ
カ
ソ
と

「芸
術

は
爆
発
だ
―
」

と
い
う
名
言
で
有

名
な
岡
本
太
郎
。

こ
の
る
た
り
の

独
創
的
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

一                                                          一

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
曽
さ
ん
に
〃

美
術
館
の
助

っ
人
〃

と
い
う
意
味
を
込
め
て

「び
☆
す

け
っ
と
」
と
い
う
ニ
ツ
ク
ネ
ー
ム
を

付
け

て
い
ま
す
。

今
回
は
、

毎
週

土

・
日
躍
日
に
開
催
し
て
い
る

『
ホ

リ
デ
ー
創
作
活
動
』
の
指
導
を
す
る

「
び
☆
す
け

っ
と
」
を
募
集
し
ま
す
。

都
合
の
良
い
日
だ
け
来
て
も
ら
う

無
理
の
な
い
や
り
方
で
す
の
で
、

気

軽
Ｅ
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

美
術

館
の
ス
タ
ッ
フ
や
子
ど
も
た
ち
と

一

緒
区
楽
し
＜
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
　
中
学
生
以
上
で
子
ど
も
が

好
き
な
人

仕
事
の
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
創
作

活
動
の
指
導

（美
術
館
の
職
員
も

立
ち
会
い
ま
す
）

時
間
　
土

・
日
躍
国
と
祝
日
の
午
後

０
時
３０
分
～
４
時
３０
分

場
所
　
つこ
ど
も
美
術
館
創
作
室

申
し
込
み
　
３
月
１５
日
側
よ
り
電
話

か
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
、

後
日
、

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

一　
　
！ 世

界
こ
ど
も
美
術
館

頷
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
か
ら
く
リ
ボ
ッ
ク
ス
》

３
つ
の
紙
の
筒
を
つ
な
い
で
み
よ

う
。

動
か
し
た
り
、

回
し
た
り
す
れ

ば
絵
が
変
わ
る
箱
が
で
き
る
よ
。

◎

４
月
２
日
０
、
３
日
０
、
９
日

働
、

１０
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
こ
す
っ
て
こ
す
っ
て
》

身
の
ま
わ
り
の

〃
で
こ
ぼ
こ
〃
を

組
み
合
わ
せ
色
鉛
筆
で
こ
す

っ
て
み

よ
う
。

ど
ん
な
形
が
で
て
＜
る
か
な
。

◎

４
月
１６
日
ω
、

１７
日
０
、

郷
日

０
、

列
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
‐６
日
Ｕ
は
現
代
美
術
作
家
の
山

下
工
美
さ
ん
が
教
え
て
＜
れ
る
よ
。

《
ぶ
る
示
る
直
皿
ロ
ー
ソ
ク
》

透
明
の
波
か
の
中
ほ
紙
で
つ
＜
っ

た
魚
を
派
が
せ
固
ま
ら
せ
る
と
、

ぷ

る
ぷ
る
□
―
ソ
ク
の
で
き
あ
が
り
。

◎
４
月
郷
日
冊
、

３０
日
０
、
５
月
１

日
０
、
３
日
冊
～
５
日
冊

材
料
費
　
ひ
と
り
３
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
～

４
時
の
活
動
で
す
。

参
加
希
望
者

は
、

当
日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で

区
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
利
用
は
受
け
付
け
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
総
を
描
こ
う

マ
ウ
ス
を
自
由
睦
動
か
し
て
、

い

ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

参
加
料
　
無
料

（申
し
込
み
不
要
）

場
所
　
３
階
映
像
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

※
　
開
館
日
は
い
つ
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、

利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
外
国
の
珍
し
い

飲
み
物
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

営
業
日
　
４
月
２
日
０
、
３
日
０
、

９
日
０
、

１０
国
０
、

１６
日
０
、

１７

日
０
、

郷
日
０
、

黙
日
０
、

２９
日

冊
～
５
月
１
日
０

時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１

時
～
４
時

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
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多
ヨ
Ｗ
ホ
■
ル
の

賞
出
！に
つ
い
て

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
３

階
に
あ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
、

美

術
活
動
の
発
表
の
場
、

芸
術
文
化

ほ
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
料

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
５
時つ

た
、

６
０
０
円

１
０
０
円

午
前
９
時
～
午
後
５
時

つ

Ｏ

、

３
０
０
円

展
示
パ
ネ
ル

（２
４
０
×
９
０

釧
）
５０
枚
　
１
枚
１
０
０
円

申
込
方
法
　
世
界
こ
ど
も
美
術

所
定
の
申
請
書
区
記
入
の
上

提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

（ａ
④
８
４
５
１
）

〇

一
般
講
座
作
品
展
開
催

油
絵

・
水
彩

・
陶
芸

・
本
工

座
区
参
加
し
て
も
ら
っ
た
き
さ

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
３
月
１９
日
働
～
折
日
個

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
　
最
終
日
ほ
午
後
４
時
ま
で

観
覧
料
　
無
料

広_▲ _々邑   ｀
館 0円 円 円
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